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平成30年３月期（連結・個別）業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

最近の動向を踏まえ、平成29年５月15日に公表しました平成30年度３月期通期（平成29年４月１日～平

成30年３月31日）の連結業績予想及び個別業績予想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせします。 

 

●業績予想と実績値との差異について 

平成30年３月期通期連結業績予想数値と実績値との差異（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

5,803 

百万円 

224 

百万円 

204 

百万円 

150 

円 銭 

8.98 

実績値(B) 5,119 243 227 187 11.25 

増減額(B-A) △684 19 23 37  

増減率(%) △11.8 8.5 11.3 24.7  

(ご参考)前期実績 

（平成29年３月期） 4,566 158 153 93 5.80 

 

平成30年３月期通期個別業績予想数値と実績値との差異（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

1,400 

百万円 

120 

百万円 

100 

百万円 

77 

円 銭 

4.61 

実績値(B) 1,242 74 60 60 3.61 

増減額(B-A) △158 △46 △40 △17  

増減率(%) △11.3 △38.3 △40.0 △22.1  

(ご参考)前期実績 

（平成29年３月期） 1,176 110 97 65 4.11 

 



差異の理由 

１． 連結業績 

売上高につきましては、システム開発事業の子会社において予想を下回りました。しかし費用面で

は、前回見込んだ規模以上に抑えることができたため、営業利益、経常利益、親会社に帰属する当期

純利益は、予想を上回りました。 

２． 個別業績 

売上高につきましては、民間企業部門が予想を下回りました。これは、業務を継続的に改善するソ

リューション「ｒ．ａ．ｋ．ｕ．」の受注獲得が当初計画を下回ったことが大きな原因です。費用面で

は、優秀な人材の確保や開発人員増強に伴う一時的な外注費、人件費、及び販売活動費が増加し、営業

利益、経常利益、当期純利益は、前回予想を下回りました。 

 

 

 

 

以上 


